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　◎　まいEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps14 \o\ad(\s\up 13(にち),日)きまったじかんにがくしゅうしましょう。
◎　しせいやえんぴつのもちかたにEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(き),気)をつけて、ていねいにかきましょう。
　◎　まいEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps14 \o\ad(\s\up 13(にち),日)２０ぷん、がんばっておべんきょうしましょう。
　◎　べんきょうするときは、テレビをけしましょう。




【おんどく】EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(いえ),家)のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ひと),人)にきいてもらいましょう。
○きょうかしょのおEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(はなし),話)を、こえにEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(だ),出)してよんでみましょう。
○「、」てんや「。」まるにEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(き),気)をつけて、すらすらよめるようにしましょう。
【かくこと】

　　　○ひらがな、かたかな、かんEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(じ),字)をつかって、ノートにことばをかいたり、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ぶん),文)をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(つく),作)ったり
しましょう。

　　　○きょうかしょの文を、おEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(てほん),手本)そっくりにノートにうつしてみましょう。
　　　○「～は」「～を」「～へ」をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ただ),正)しくつかって、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(にっき),日記)をかいてみましょう。
　【さんすう】
○すうEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(じ),字)をつづけてよんだり、ノートにかいたりして、れんしゅうしましょう。
　　　○きょうかしょのもんだいをノートにうつして、くりかえしけいさんしましょう。
○やりおわったら、まちがえていないかEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(み),見)なおしをしましょう。
【そのた】
　　　○本をたくさんよみましょう。
　　　○とけいをよんだり、おうちの人といっしょにかいものをしたりして、いろいろなけい
けんをふやしましょう。
がくしゅうのあとに…
 ◎じかんわりをたしかめて、あしたのじゅんびをしましょう。

◎ ふでばこの中もたしかめて、えんぴつをけずりましょう。



◎　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps14 \o\ad(\s\up 13(まいにち),毎日)きまったEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps14 \o\ad(\s\up 13(じかん),時間)にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps14 \o\ad(\s\up 13(がく),学)しゅうしましょう。
　　◎　しせいやえんぴつのもちかたにEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(き),気)をつけて、ていねいに書きましょう。
◎　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps14 \o\ad(\s\up 13(まいにち),毎日)３０ぷん、がんばって学しゅうしましょう。
　　◎　べんきょうするときは、テレビをけしましょう。


おEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps14 \o\ad(\s\up 13(うち),家)では、つぎのような　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps14 \o\ad(\s\up 13(がく),学)しゅうをしてみましょう。

【EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps14 \o\ad(\s\up 13(おんどく),音読)】EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(いえ),家)のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ひと),人)にきいてもらいましょう。

○EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(きょうかしょ),教科書)のおEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(はなし),話)を、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(こえ),声)にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(だ),出)してEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(よ),読)んでみましょう。
○「、」てんや「。」まるにEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(き),気)をつけて、すらすらEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(よ),読)めるようにしましょう。

【EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(か),書)くこと】

　　　○かたかな、かんEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(じ),字)をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ただ),正)しくEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(か),書)けるように、ノートにことばをEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(か),書)いたり、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ぶん),文)をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(つく),作)ったり
しましょう。

　　　○EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(きょうかしょ),教科書)の文を、おEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(てほん),手本)そっくりにノートにうつしてみましょう。

　　　○「～は」「～を」「～へ」をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ただ),正)しくつかって、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(にっき),日記)をかいてみましょう。

　【EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(さんすう),算数)】
　　　○EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(きょうかしょ),教科書)のもんだいをノートにうつして、くりかえしEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(けいさん),計算)しましょう。
○やりおわったら、まちがえていないかEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(み),見)なおしをしましょう。
【そのEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(た),他)】
　　　○本をたくさんEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(よ),読)みましょう。
　　　○時計をよんだり、おEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(うち),家)の人といっしょにかいものをしたりして、いろいろなけいけん　
　　　　をふやしましょう。
学しゅうのあとに…
◎EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(じかん),時間)わりをたしかめて、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(あした),明日)のじゅんびをしましょう。

◎ ふでばこの中もたしかめて、えんぴつをけずりましょう。


　　◎　毎日EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(き),決)まった時間に学習しましょう。
　　◎　ていねいな文字で書きましょう。
◎　３年生は４０分、４年生は５０分、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(まいにち),毎日)学習しましょう。
　　◎　勉強するときは、テレビを消しましょう。
こんな学習をしてみよう！

【国語】
○教科書の作品を声に出して、くりかえし読みましょう。
○ていねいに正しく漢字を書きましょう。
○ならったローマ字を書いてみましょう。

○漢字を使って言葉や文を作ったり、覚えたかどうかのテストをしたりしてみましょう。

○テストでまちがった問題などを、もうどEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ど),度)取り組みましょう。
【算数】
　　○くり返し計算して、計算のやり方をしっかり覚えましょう。
　　　○教科書の計算問題、ステップアップ問題などに取り組みましょう。
　　　○EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(しゅくだい),宿題)やテストでまちがった問題などを、もう一EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ど),度)行いましょう。
　【その他】
　　　○色々なEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(しゅるい),種類)の本を読みましょう。
　　　○テストの前には、教科書やノートを見直しましょう。

　　　○国語EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(じてん),辞典)や漢字EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(じてん),辞典)を使って、わからないEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ことば),言葉)をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(しら),調)べてみましょう。
　　
家庭学習のあとに…

◎時間わりをたしかめて、明日のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(じゅんび),準備)をしましょう。

　　　◎ふでばこの中もたしかめて、えんぴつをけずりましょう。



◎決まった時間に学習しましょう。
◎ていねいな文字で書きましょう。

◎５年生は６０分、６年生は７０分毎日学習しましょう。
◎勉強するときは、テレビを消しましょう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　
　　　こんな学習をしてみよう！

【国語】
○教科書の作品を、くり返し読みましょう。
○ていねいに正しく漢字を書きましょう。
○新出漢字を使って熟語や文章を作ったり、覚えたかどうかのテストをしたりしてみ
ましょう。
　　　○テストでまちがった問題のとき直しをしましょう。
　　

【算数】
○くり返し計算して、計算のやり方をしっかり覚えましょう。
　　　○教科書の計算問題やステップアップ問題などに取り組みましょう。
　　　○宿題やテストでまちがった問題のとき直しをしましょう。

　　【その他】

　　　○色々な種類の本を読みましょう。
　　　○テストの前には、教科書やノートを見直しましょう。

　　　○国語辞典や漢字辞典を使って、わからない言葉を調べてみましょう。
　　　○都道府県名や社会の歴史などに出てきた言葉などを暗記しましょう。

　

家庭学習のあとに…

◎時間わりをたしかめて、明日のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(じゅんび),準備)をしましょう。

　　◎ふでばこの中もたしかめて、えんぴつをけずりましょう
おうちでは、つぎのような�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps14 \o\ad(\s\up 13(がく),学)�しゅうをしてみましょう。


























